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                 審   査   の   要   旨 
 
 本研究において、これまで地理学の分野で十分に解明がなされてこなかったジオパークの人文的側面を
扱った点、ジオパーク運動の進展にともなう観光地域の構造変化を解明した点は、オリジナリティとして
高く評価される。とくに、ジオツーリズムについて、およびその対象としてのジオパークについて地域的
な観点から研究視角を示した点は、地誌学の研究発展に大きく貢献するものである。また、ジオパーク運
動について、人、ジオサイト、自治体という３つの主体の係わりとともに関係性を分析し、観光地域の構
造変化をさまざまな地域条件と関連づけて説明した研究方法も適確である。こうした研究方法は、日本の
みならず世界のジオパークに関する今後の研究にも応用されるといった点で意義がある。さらに、自然地
域におけるツーリズム研究において、インタープリテーション機能や周遊性を強調した分析視点は、観光
地域研究の分野に新たな方法論を加えるものである。本研究は、オーストラリアのカナウィンカ地域にお
いて、ジオパーク運動に関係する自治体や関係組織において、ジオサイトの管理・運営や観光利用に関す
る内容について長時間をかけて詳細な聞き取り調査を実施し、それに基づいた実証的な研究である。海外
で丹念にフィールドワークを実践したことは、困難な研究対象に挑戦したという点で高く評価される。以
上の点から、本研究はジオパークに関する重要な研究として位置づけられ、博士論文として十分な価値が
あると認められる。 
 
 
 平成２７年６月１６日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終
試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委
員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
